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第 237号 令和５年 12月〈特集記事／木を使うスポーツ「クッブ（KUBB）」始めました〉〈特集記事／木を使うスポーツ「クッブ（KUBB）」始めました〉  
木
を
使
う
ス
ポ
ー
ツ

 「
クッ
ブ（
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｂ
）」 始
め
ま
し
た

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
ク
ッ
ブ

は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
配
置
し
た
複

数
の
木
片
に
向
か
っ
て
、
下
手
投
げ
で

木
棒
を
投
げ
て
倒
す
ゲ
ー
ム
で
、
年
齢

や
体
力
を
気
に
せ
ず
楽
し
め
る
対
戦
型

の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
今
年
度
か

ら
終
業
後
に
局
庁
舎
の
中
庭
に
お
い
て

ク
ッ
ブ
の
練
習
を
始
め
、
経
験
者
が
初

心
者
に
ル
ー
ル
や
戦
術
を
伝
え
、
長
野

県
職
員
と
の
合
同
練
習
会
を
行
う
な

ど
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
ク
ッ
ブ
を
倒
さ
な
い
と

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
上
の
ク
ッ
ブ
を
攻
撃
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
更
に
、
そ
の

ク
ッ
ブ
を
倒
す
こ
と
が
で
き
ず
、
相
手

コ
ー
ト
に
残
っ
て
い
る
場
合
、
相
手

チ
ー
ム
は
ク
ッ
ブ
の
立
つ
位
置
ま
で
前

進
し
、
カ
ス
ト
ピ
ン
ナ
を
投
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

相
手
の
ク
ッ
ブ
を
全
部
倒
し
、
最
後

に
キ
ン
グ
を
倒
し
た
チ
ー
ム
が
勝
利
し

ま
す
が
、
試
合
の
途
中
で
キ
ン
グ
を
倒

し
て
し
ま
っ
た
チ
ー
ム
は
、
そ
の
時
点

で
負
け
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
制
限
時

間
を
設
け
て
試
合
す
る
場
合
は
、
後
攻

チ
ー
ム
の
攻
撃
終
了
時
点
で
自
陣
に
あ

る
ク
ッ
ブ
の
数
が
多
い
方
の
チ
ー
ム
の

勝
ち
と
な
り
ま
す
。

　

十
月
十
四
日
、
長
野
市
内
の
公
園
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
中
部
局
ク
ッ
ブ
大

会（
局
長
杯
）に
は
、
練
習
を
積
み
重
ね

た
選
手
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
大
会
に

は
、
長
野
県
庁
、
林
野
庁
、
関
東
森
林

管
理
局
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
の
方
々

も
参
加
さ
れ
、
合
計
十
四
チ
ー
ム
が
四

コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
カ
ス
ト
ピ
ン
ナ
を

投
げ
合
い
、
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
や
応
援
者
が
見
守
る
中
で

行
わ
れ
た
決
勝
と
三
位
決
定
戦
で
は
、

　

ク
ッ
ブ
は
、
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
八
㍍
、

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
五
㍍
の
コ
ー
ト
で
行

い
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
手
前
が
自

陣
、
奥
が
相
手
コ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

コ
ー
ト
の
四
隅
に
は
コ
ー
ナ
ー
ピ
ン
ナ

を
立
て
、
コ
ー
ト
中
央
に
キ
ン
グ
を
置

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
上
に

五
個
の
ク
ッ
ブ
を
等
間
隔
に
立
て
、
準

備
完
了
で
す
。

　

チ
ー
ム
の
人
数
は
原
則
六
名
、
先
攻

後
攻
を
決
め
て
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
よ
り

相
手
コ
ー
ト
の
ク
ッ
ブ
を
め
が
け
、
順

番
に
カ
ス
ト
ピ
ン
ナ
を
投
げ
て
倒
し
て

い
き
ま
す
。
一
度
の
攻
撃
で
投
げ
ら
れ

る
カ
ス
ト
ピ
ン
ナ
は
、
一
巡
目
に
先
攻

チ
ー
ム
二
本
、
後
攻
チ
ー
ム
四
本
、
二

巡
目
か
ら
は
六
本
ず
つ
と
な
り
ま
す
。

　

相
手
に
自
陣
の
ク
ッ
ブ
を
倒
さ
れ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
か

ら
相
手
コ
ー
ト
に
倒
さ
れ
た
ク
ッ
ブ
を

投
げ
入
れ
、
新
た
な
標
的
と
し
ま
す
。

局で研修を受講していた各署職員も練習に参加局で研修を受講していた各署職員も練習に参加

クッブで広がる交流の輪クッブで広がる交流の輪

念を込めた一投念を込めた一投勝負の行方を見守る参加者勝負の行方を見守る参加者

見
事
な
プ
レ
ー
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
歓

声
が
上
が
り
、
多
く
の
笑
顔
の
中
で
充

実
し
た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

木
の
感
触
、
木
と
木
が
当
た
っ
た
時

の
音
、
戦
術
な
ど
の
ゲ
ー
ム
要
素
も
あ

り
、
仲
間
と
成
功
を
喜
び
合
い
、
失
敗

し
て
も「
惜
し
い
」と
笑
い
合
え
る
、
そ

ん
な
ク
ッ
ブ
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
体

感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

【
中
部
森
林
管
理
局
広
報
】

〇
使
用
す
る
用
具

ク
ッ
ブ（
木
片
）�

十
個

キ
ン
グ（
大
木
片
）�

一
個

カ
ス
ト
ピ
ン
ナ

�

（
木
の
丸
棒
）六
本

コ
ー
ナ
ー
ピ
ン
ナ�

四
本

❶❶❷❷



令和５年 12月 第 237号

【
名
古
屋
事
務
所
・
富と
や
ま山
森
林
管
理
署
】

　

十
月
十
日
か
ら
十
一
日
の
二
日
間
、

長
野
・
名
古
屋
の
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
合

同
で
、
富
山
署
管
内
で
の
国
有
林
野
事

業
や
富
山
県
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
、

視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
富
山
署
に
て
署
長
か
ら
管

内
概
要
や
、
庁
舎
新
築
時
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
取
り
入
れ
た
富
山
市
西
部
の

散
居
村
に
多
く
見
ら
れ
る
古
民
家
様
式

の「
あ
ず
ま
だ
ち
」な
ど
の
説
明
後
、
富

山
県
森
林
研
究
所
に
移
動
し
、
図ず

し子
副

所
長
か
ら
優
良
無
花
粉
ス
ギ
「
立
山
森

の
輝
き
」
の
開
発
や
苗
木
の
育
成
方
法

等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
育
苗
中

の
苗
畑
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
令
和
四
年
度
に
、
富
山
署
管
内
に

お
い
て
も
約
一
万
二
千
本
の
「
立
山
森

の
輝
き
」を
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
片か

た
か
い貝
国
有
林
に
移
動
し
、

令
和
二
年
度
に
完
成
し
た
東
ひ
が
し

又ま
た

谷だ
に

の

「
独
立
基
礎
型
流
木
捕
捉
工
」
に
つ
い

て
、
片
貝
治
山
事
業
所
の
治
山
技
術
官

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ブ
ナ
坂
国
有
林
の

「
立た

て
や
ま山
室む
ろ
ど
う堂
」に
お
い
て
、
立
山
森
林
官

か
ら
、国
有
林
野
保
護
管
理
協
議
会（
地

元
関
係
自
治
体
・
山
小
屋
関
係
者
等
と

富
山
署
で
構
成
）
に
よ
り
、
五
十
一
年

に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
い
る
、
高
山
植

物
等
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
（
通
称
グ

リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
）
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
日
本
最
古
の
山
小
屋
「
室
堂

小
屋
」や
、
現
在
も
火
山
活
動
中
の「
地

獄
谷
」
の
火
山
ガ
ス
の
影
響
に
よ
る
周

囲
の
植
生
の
衰
退
等
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

沿
い
で
は
、
道
路
開
設
に
お
け
る
荒
廃

地
の
植
生
復
元
の
た
め
に
植
栽
さ
れ
た

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
が
過
剰
な
成
長
を

し
、
景
観
や
安
全
上
の
問
題
に
加
え
、

在
来
植
物
の
生
長
の
妨
げ
と
な
っ
て
お

り
、「
国
民
参
加
の
森
づ
く
り
」と
し
て

協
定
を
締
結
し
た
富
山
地
区
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ん
た
ろ

う
倶
楽
部
」
に
よ
り
除
伐
作
業
を
行
っ

た
箇
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
記
者
か
ら
は
、
五
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
、
取
組
の
加
速
化
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
花
粉
症
対
策
の
最
先
端

の
研
究
や
、
国
有
林
の
流
木
対
策
や
現

地
の
状
況
に
つ
い
て
、
今
後
の
課
題
も

含
め
、
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
参

考
に
な
っ
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

二
日
間
を
通
じ
、記
者
の
皆
様
に
は
、

ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
や
、
林
野
庁
が

行
っ
て
い
る
各
種
取
組
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
が
無
花
粉
ス
ギ
や

　
　
　

独
立
基
礎
型
流
木
捕
捉
工

�

な
ど
を
視
察

無花粉スギの取組について説明を受ける様子捕捉工の効果やメンテナンスについて確認する様子

圧倒的な存在感で人々を魅了する立山の山々

❷❷



第 237号 令和５年 12月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
北ほ
く
し
ん信
森
林
管
理
署
・
技
術
普
及
課
】

　

十
月
十
四
日
、
飯
山
市
の
戸と

が
り狩
温
泉

ス
キ
ー
場
に
て
、「
令
和
五
年
度�

北
信

州
森
林
祭
・
第
七
十
三
回�

長
野
県
植

樹
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
阿
部
長
野
県
知
事
よ
り

主
催
者
挨
拶
、
江
沢
飯
山
市
長
か
ら
歓

迎
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
今
泉

局
長
か
ら
は
、「
森
を
育
て
る
時
代
か

ら
、
伐
っ
て
植
え
て
育
て
る
時
代
へ
と

【
南
木
曽
支
署
】

　

十
月
六
日
、
当
支
署
の
柿か

き

其ぞ
れ

国
有
林

に
お
い
て
、
南
木
曽
町
と
の
合
同
植
樹

祭
を
五
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
木
曽
地
域
振
興
局
の
林
務

課
長
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
町
議
会
議

員
、
地
元
官
公
署
、
林
業
関
係
者
、
南

木
曽
小
学
校
五
年
生
み
ど
り
の
少
年
団

な
ど
、
九
十
六
名
が
参
加
し
、
開
会
式

で
は
、
み
ど
り
の
少
年
団
か
ら
「
こ
れ

か
ら
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
緑
豊
か
な

環
境
を
守
り
育
て
る
」
と
、
緑
の
宣
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
作
業
は
約
一
時
間
の
日
程
で
進

め
ら
れ
、
二
人
一
組
で
ス
ギ
の
コ
ン
テ

ナ
苗
を
二
百
本
植
え
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
な
試
み
と
し
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な

ど
か
ら
の
食
害
防
止
と
し
て
、
単
木
保

護
材
の
設
置
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
植
樹
本
数
は
少

な
か
っ
た
が
、
保
護
材
の
設
置
は
や
り

が
い
が
あ
っ
た
」「
植
え
る
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
が
保
育
の
始
ま
り
で
、

大
変
だ
と
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

る
中
、「
保
護
材
の
支
柱
立
て
は
、
地

面
が
硬
く
、
非
常
に
苦
労
し
た
」「
保
護

材
の
設
置
は
、
思
っ
た
よ
り
時
間
を
要

し
た
」
な
ど
、
初
め
て
試
み
た
作
業
に

つ
い
て
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

豚
熱
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
毎
年
開

催
し
て
い
た
植
樹
祭
を
中
止
し
て
い
ま

し
た
が
、五
年
ぶ
り
の
開
催
を
通
じ
て
、

南
木
曽
町
と
の
協
力
連
携
が
さ
ら
に
強

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

子どもたちと植樹する今泉局長

植樹と保護材を設置する様子

緑の少年団の皆さんと記念標柱の建立

南な

ぎ

そ

ま

ち

木
曽
町
と
合
同
植
樹
祭
を
開
催

変
化
し
、
こ
う
し
た
国
民
参
加
に
よ
る

緑
化
事
業
が
よ
り
一
層
大
切
で
あ
る
」

と
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
言

葉
と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し

た
。

　

式
典
後
は
、
秋
晴
れ
の
下
、
地
元
の

緑
の
少
年
団
を
は
じ
め
、
林
業
関
係
者

な
ど
、
約
百
五
十
名
の
参
加
者
に
よ
っ

て
、
植
樹
会
場
の
ゲ
レ
ン
デ
に
、
合
計

五
百
本
の
ブ
ナ
と
ミ
ズ
ナ
ラ
が
植
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
土
が
硬
く

て
大
変
だ
け
ど
楽
し
い
！
」
と
の
声
も

あ
り
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ

て
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
苗
木
が
、
北
信
州
の
深
い
雪
に

耐
え
て
大
き
く
成
長
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
景
観
を
創
り
出
す
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

「
第
七
十
三
回
長
野
県
植
樹
祭
」が

�

飯
山
市
で
開
催

❸❸❹❹



令和５年 12月 第 237号〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉
【
名
古
屋
事
務
所
】

　

十
月
八
日
、熱
田
区
区
民
ま
つ
り（
に

ぎ
わ
い
秋
ま
つ
り
）
が
開
催
さ
れ
、
当

事
務
所
も
木
製
お
絵
描
き
プ
レ
ー
ト
や

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ミ
ニ
い
す
づ
く
り
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
「
熱あ

つ
た田
白し
ら
と
り鳥
の
歴
史

館
」に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

区
民
ま
つ
り
は
、
名
古
屋
国
際
会
議

場
に
隣
接
す
る
白
鳥
公
園
（
旧
白
鳥
貯

木
場
）
か
ら
白
鳥
庭
園
周
辺
を
会
場
と

し
、に
ぎ
や
か
ゾ
ー
ン（
街
道
宿
場
市
）、

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
、働
く
車
ゾ
ー
ン
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
、
終
日
賑
わ
い
を
み
せ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
局
次
長
（
名
古
屋
事
務
所

長
）
を
は
じ
め
、
愛
知
森
林
管
理
事
務

所
か
ら
職
員
二
名
、
ま
た
、
近
く
に
お

住
ま
い
の
Ｏ
Ｂ
が
お
手
伝
い
に
来
て
く

だ
さ
る
な
ど
、
総
勢
七
名
で
対
応
し
ま

し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
名

古
屋
市
交
通
局
が
当
事
務
所
駐
車
場
に

て「
お
絵
描
き
バ
ス
」を
実
施
し
た
効
果

も
あ
り
、
大
勢
の
親
子
連
れ
が
当
歴
史

【
愛あ

い
ち知
森
林
管
理
事
務
所
】

　

十
月
十
一
日
、
愛
知
県
瀬せ

と

し
戸
市
瀬
戸

国
有
林
の
定
光
寺
自
然
休
養
林
内
に
あ

る「
森
林
交
流
館
」周
辺
に
お
い
て
、
名

古
屋
造
林
素
材
生
産
事
業
協
会�

愛
知

支
部
と
名
古
屋
林
業
土
木
協
会�

愛
知

支
部
共
催
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
草

刈
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
支
部
は
毎
年
、
当
所
が
主
催
す
る

５ご
み
ぜ
ろ
３
０
活
動
に
併
せ
て
ゴ
ミ
拾
い
と
草

刈
り
作
業
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年

度
は
六
月
二
日
に
予
定
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
前
線
の
影
響
に
よ
る
大
雨
が
懸
念

さ
れ
た
こ
と
か
ら
活
動
は
延
期
と
な
り

ま
し
た
。

　

実
際
に
、
六
月
二
日
か
ら
三
日
に
は

記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
東
海
地
方
に

お
い
て
河
川
の
増
水
に
よ
る
浸
水
等
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
改
め
て
活
動
し
て
い
た
だ
い

た
定
光
寺
自
然
休
養
林
は
、
都
市
近
郊

に
位
置
し
、
最
寄
り
駅
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
も
良
く
、
地
元
市
民
の
お
さ
ん
ぽ

コ
ー
ス
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
絶
好
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
草
刈
り
作
業
を
実
施
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
訪
れ
る
利
用
者
が

快
適
に
散
策
等
を
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
所
管
内
で
は
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
両
支
部
と
連
携
し
、

５
３
０
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

館
を
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ヒ
ノ
キ
の
輪
切
り

板
を
受
け
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い

に
絵
付
け
を
し
、
好
き
な
色
の
紐
を
結

ん
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
完
成
。
ミ
ニ
い

す
づ
く
り
は
、
三
十
二
名
限
定
で
し
た

が
、
毎
年
訪
れ
て
作
製
す
る
の
を
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

な
ど
、盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
名
古
屋
に
お
け
る
木
材
産

業
発
祥
の
地
で
あ
る
旧
白
鳥
貯
木
場
と

「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」が
、
よ
り
一
層

地
域
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
情
報
発
信
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボランティア活動にご協力いただいた方々

親子で楽しむ木工体験

熱あ

つ

た

く

田
区
区
民
ま
つ
り
で

�
木
工
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
実
施

定じ
ょ
う
こ
う
じ

光
寺
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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第 237号 令和５年 12月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
北
信
森
林
管
理
署
】

　

十
月
十
三
日
、
株
式
会
社
ド
コ
モ
Ｃ

Ｓ
長
野
支
店
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
、
長
野
市
の
戸と

が
く
し
や
ま

隠
山
国
有
林
内
に

あ
る
戸
隠
森
林
植
物
園
内
に
お
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
二
十
名
の
社
員
の
皆
さ
ん
が
、
社

会
貢
献
活
動
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、

国
有
林
の
環
境
保
全
に
向
け
た
取
組
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
遊
歩
道
や

木
道
、
戸
隠
神
社
の
奥
社
参
道
の
清
掃

活
動
や
整
備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

遊
歩
道
へ
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
敷
設

作
業
で
は
、
環
境
省
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
旅
行
会
社
（
ベ
ル

ト
ラ
株
式
会
社
様
）
か
ら
ご
提
供
い
た

だ
い
た
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
袋
に
詰
め
て

一
輪
車
に
載
せ
、
鮮
や
か
な
連
携
プ

レ
ー
で
運
搬
し
、
遊
歩
道
に
敷
き
詰
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
戸

隠
森
林
植
物
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
ガ

イ
ド
に
よ
り
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
敷
い

た
遊
歩
道
を
歩
き
、
チ
ッ
プ
を
踏
ん
だ

時
の
感
触
や
整
備
状
況
な
ど
を
確
か
め

な
が
ら
、
み
ど
り
が
池
か
ら
鏡
池
ま
で

の
自
然
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

鏡
池
に
到
着
す
る
と
、
眩
し
い
陽
射

し
と
美
し
く
輝
く
水
面
が
皆
さ
ん
を
出

迎
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
や
り
遂

げ
た
達
成
感
と
充
実
し
た
疲
労
感
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
二
十
六
日
に
は
、
長
野

林
業
土
木
協
会
北
信
分
会
の
方
々
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
戸
隠
森
林

植
物
園
内
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
冷
え
込
み
、
肌
寒
さ

が
残
る
中
、
協
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
園

内
の
木
道
清
掃
や
遊
歩
道
の
規
制
ロ
ー

プ
の
整
備
作
業
等
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
、
木
道
に
張
り
付
い

て
し
ま
っ
た
落
ち
葉
や
枯
れ
枝
等
の
清

掃
を
ほ
う
き
や
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
を
駆
使

し
て
行
い
、
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
楽

し
む
利
用
者
が
歩
き
や
す
い
、
安
全
で

快
適
な
木
道
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

企
業
や
団
体
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

戸隠の秋を観察 ウッドチップの袋詰め

木道の清掃作業

遊歩道までウッドチップを運搬

ボランティア活動後に訪れた秋の鏡池

❺❺❻❻



〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉令和５年 12月 第 237号

【
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

十
月
十
八
日
、
下げ

ろ

し
呂
市
あ
さ
ぎ
り
体

育
館
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
操
作
の
初

心
者
等
を
対
象
と
し
た
無
人
航
空
機
操

作
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
令
和
三
年
度
よ
り

毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
近
隣
市

町
村
職
員
二
名
が
出
席
し
、
飛
行
技
術

や
活
用
方
法
な
ど
の
習
得
を
目
指
し
ま

し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
、
林
相
や
災
害
発
生
現

場
の
確
認
、
地
形
測
量
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
使

用
に
あ
た
っ
て
は
、
機
器
に
精
通
し
た

者
に
偏
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
操
作
に

係
る
各
種
法
令
や
手
続
き
等
も
限
ら
れ

た
職
員
の
み
が
把
握
し
て
い
る
実
態
に

あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
、
さ
ら
に

有
益
で
効
率
的
な
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を

図
る
観
点
か
ら
、
よ
り
多
く
の
ド
ロ
ー

ン
操
縦
者
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
た
め

当
該
講
習
会
を
実
施
し
て
お
り
、
講
習

で
は
無
人
航
空
機
の
関
係
法
令
、
基
礎

知
識
、
操
作
方
法
等
の
座
学
の
後
に
、

【
北
信
森
林
管
理
署
】

　

十
月
二
十
三
日
、
日
本
の
滝
一
〇
〇

選
で
有
名
な
米
子
大
瀑
布
が
映
え
る
米

子
山
国
有
林
周
辺
の
遊
歩
道
に
お
い

て
、
高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会�

北
信
地
区
協
議
会
主
催
に
よ
る
高
山
植

物
等
保
護
強
化
パ
ト
ロ
ー
ル
を
十
五
名

の
関
係
者
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
大
瀑
布
周
辺
は
、
紅
葉
の
見

ご
ろ
を
迎
え
、
駐
車
場
が
満
車
状
態
と

な
る
ほ
ど
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
中
、

協
議
会
会
員
や
各
関
係
機
関
の
参
加
者

が
中
心
と
な
り
、
来
訪
者
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、時
に
は
ガ
イ
ド
役
に
も
な
り
、

高
山
植
物
保
護
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
て
活
動
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
遊
歩
道
や
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
等

の
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
パ
ト
ロ
ー
ル
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、久
し
ぶ
り
の
実
施
で
し
た
が
、

今
後
と
も
管
内
各
地
に
お
い
て
地
道
な

Ｐ
Ｒ
や
啓
発
活
動
を
通
じ
、
高
山
植
物

等
の
保
護
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

パ
イ
ロ
ン
を
目
印
と
し
た
正
確
な
飛
行

操
作
や
搭
載
カ
メ
ラ
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
画
像
の
確
認
な
ど
の
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

出
席
し
た
市
町
村
職
員
か
ら
は
、「
今

回
初
め
て
ド
ロ
ー
ン
を
操
作
し
た
が
、

今
後
の
業
務
へ
幅
広
く
活
用
で
き
る
と

感
じ
た
」「
ド
ロ
ー
ン
は
少
し
操
作
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
操
作
に
は
慣
れ
が

必
要
で
、
講
習
会
に
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
積
極
的

に
市
町
村
等
職
員
を
交
え
た
講
習
会
を

計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

ドローンを操作する受講生

近
隣
市
町
村
職
員
に
向
け
た

�
無
人
航
空
機
操
作
講
習
会
を
開
催

米よ

な

こ子
大
瀑
布
の
お
膝
元
で

　

高
山
植
物
等

�

保
護
強
化
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

紅葉シーズンを迎えた米子大瀑布 来訪者にパンフレットを配布

❻❻



第 237号 令和５年 12月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
】

　

十
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
二
日

間
、
塩し

お
じ
り
し

尻
市
の
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
推
進
会
議
」
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
代
表
及
び
当
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
当
局
管
内
の
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
一
堂

に
会
し
、
研
修
、
交
流
を
通
じ
て
更
な

る
資
質
の
向
上
と
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
等
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
中
止

や
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
が
続
き
、

四
年
ぶ
り
に
二
日
間
に
わ
た
る
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
の
六
団
体
と
当
局
管
内
の
職
員
、
併

せ
て
三
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、「
こ
れ
か
ら
の
連
携
推
進
会
議
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
会
議
参
加
者
が

五
班
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行
い
、

【
計
画
課
・
東と

う
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

十
月
二
十
四
日
及
び
二
十
五
日
、
東

信
署
管
内
の
浅あ

さ
ま
や
ま

間
山
国
有
林
ほ
か
に
お

い
て
、
本
年
度
第
一
回
目
と
な
る
保
護

林
管
理
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
管
内
の
保
護
林

（
八
十
六
箇
所
・
約
十
一
万
㌶
を
設
定
）

の
管
理
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
識
経
験

者
等
の
九
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

ど
の
班
か
ら
も
本
会
議
を
継
続
し
た
う

え
で
、
一
般
の
方
に
森
林
づ
く
り
等
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
活
動
を
行
っ

て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、
同
セ
ン
タ
ー
内
で
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
用
い
た
木

材
の
強
度
試
験
装
置
、
森
林
整
備
・
森

林
環
境
教
育
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
や

現
地
を
見
学
し
、
連
携
会
議
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

二
日
間
を
通
し
て
見
識
を
広
め
る
こ

と
が
で
き
、
充
実
し
た
連
携
・
交
流
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
浅

間
山
生
物
群
集
保
護
林
及
び
浅
間
山
霧

上
の
松
希
少
個
体
群
保
護
林
の
区
域
の

見
直
し
に
係
る
検
討
等
を
目
的
と
し

て
、
現
地
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
や
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
継
続
的
な
実
施
の

重
要
性
な
ど
専
門
的
見
地
か
ら
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
国
民
の
財
産
で
あ
る

保
護
林
を
将
来
に
わ
た
っ
て
管
理
し
て

い
く
た
め
の
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま

し
た
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
推
進
会
議
を
開
催

保
護
林
管
理
委
員
会
を
開
催

浅間山霧上の松希少個体群保護林における現地検討

浅間山カラマツ希少個体群保護林における現地検討

参加者全員で記念撮影

❼❼❽❽




